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中国の鉄道や高速鉄道の建設を手がけている企業は中国中鉄（China Railway Group 
Limited）と中国鉄建（China Railway Construction Corporation Limited）であり、両者とも国
務院国有資産監督管理委員会の管轄下にある大手国有企業である。中国中鉄は中華人民共
和国成立直後の 1950 年に創立され中国鉄路工程総公司の子会社として 2007 年に設立され
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た。一方、中国鉄建も 1948 年に創立された中国鉄道建築総公司の子会社として同じく 2007
年に設立された。両方とも高速鉄道の建設を推進するために作られた新しい国有企業であ
り、それぞれ 2007年、2008年に上海及び香港証券取引所に上場し、速いスピードで成長し

























2005 年の鉄道省の総負債は 4748 億元であった。2013 年に鉄道省は廃止され、現在は中
国鉄路総公司（China Railway Corporation、以下 CRC） となっている。2016年 CRC の総負
債は 2005 年の 10 倍の 4.72 万億元にまで上った。CRC の 2018 年度の財務報告によると、
CRC の 2018 年度総収入は 10955 億元、総コストは 10352 億元、税金を除いた利益は 20 億
元である。しかし、総負債も 2016年の 47143億元から 52133億元に増加した（中国鉄路総
公司、2019）。2019 年 6 月に、CRC は再編され、中国国家鉄路集団有限公司に変更された
が、依然として多額の負債を抱えている。これらによって、北京交通大学の趙堅教授が中
国高速鉄道は世界一の長さよりも、世界一の赤字に注目すべきだと主張している（趙、2019）。 









ラ投資銀行（Asian Infrastructure Investment Bank、以下 AIIB）の設立を提唱し、2015年末に


















熱心にこの国家戦略に参与している。2013 年 12 月 14 日に、中国西南交通大学と「光明日
報」の共催によって四川省成都市で中国高速鉄道海外進出戦略サミット（Summit on 
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では、中国はこれまでどういった国々での高速鉄道の建設に関わってきたか。過去十年
間の間、中国は世界的規模で高速鉄道の海外進出を展開してきた。その中には、成功例と
失敗例の両方がある。成功例としては、2014 年 7 月に、中国企業が海外で初めて請け負っ
たトルコ高速鉄道のアンカラ―イスタンブール間が正式に開通した。2014年 10月には、ロ
































































































































































































高速鉄道は最終的に中国大陸と東南アジアの大陸国家と繋がるであろう（Obe and Kishimoto, 
2019）。 
 
2.2 事例 2:  アフリカ 
中国は 1970年代にアフリカのタンザンニアの鉄道建設を支援した経験がある。 











2017年 5月 31日と 12月１日に、中国が 3000億円以上を融資し、ケニアのモンバサとナ
イロビの間で中国が建設した乗客用と貨物用の高速鉄道の運行がそれぞれ始まった。事業


















はアフリカ政策を重視していることも明白である。2013 年以降の 6 年間で習近平国家主席




























































に貢献したい」と述べた（Response, 2015）。2017年 9月 14日に、インド訪問中の安倍晋三
首相は、日本の新幹線様式を採用するインド西部の高速鉄道計画の起点となるアーメダバ
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ードでの起工式に、インドのモディ首相とともに出席した（毎日新聞、2017）。 
 
また、海外鉄道プロジェクトに対するファイナンスの提供も行っている。2017 年 9 月の
日印首脳会談に際して、高速鉄道や研修施設を対象とした 1000億円の円借款の供与を発表




（経済産業省、2017）。民間では、JR 東日本、JR 東海、JR 西日本、JR 九州の 4 社が 2014





















































10 月 16日。http://j.people.com.cn/n/2014/1016/c94476-8795507.html 
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Abstract 
China’s High-Speed Rail Diplomacy 
Zhihai Xie 
Recent years, China’s high-speed rail has developed rapidly. Meanwhile, China is also 
active in exporting its high-speed rail technology to other countries. In particular, under 
the framework of the “One-Belt-One-Road” strategy, China has joined the construction 
of high-speed rail in Southeast Asian and African countries, practicing the so-called 
“high-speed rail diplomacy”. The competition between China and Japan in the area of 
high-speed rail also catches great concerns. This paper tries to examine the motives, 
effects and problems of China’s high-speed rail diplomacy through case studies 
analyzing China’s high-speed rail construction in several countries. Comparing to 
Japan’s Shinkansen technology exporting, the paper also tries to explain China’s 
high-speed rail diplomacy comprehensively from the perspectives of economy, trade, 
geopolitics and diplomacy.  
 
 
 
 
